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１．ジョージア工科大学での研究活動 

高山研究室では主に肺のオルガノイドについて研究していました。私のプロジェクトは主

に三つあり、①新たなより人間に近い人工臓器（オルガノイド）のプロトコル開発 ②①で

できたオルガノイドを用いて病気のメカニズムの解明 ③内皮細胞を用いたオルガノイド

の開発 

 

②は Georgia state にある Emory university との共同研究で研究の中でも”Preliminary 

research “という研究費（グランド）を獲得するために提出する書類に載せる研究です。 

結果的に教授、メンター、仲間の協力があり、最後の meeting では２つほど論文を出そうか

という話になりしました。Unpublished なので詳細に書くことはできないのですが、ドナー

から細胞をもらい、そこから人工臓器を作り、作った人工臓器で病気のメカニズムを調べる

というのはとても creative で面白かったです。ラボの中だけでなくコラボレーターとの

meeting で資料を作り発表させていただいたり、他の lab との共同の meeting に出席させて

くださったり等本当に毎日ただの undergraduate の visiting student の枠を超えて研究を楽

しむことができました。 

私の研究の結果で高山先生や Emory のコラボレーターがグランド取れたら嬉しいなと思っ

て日本から今はそれを願っています。 

  

２．研究活動における日米の違い 

研究のやり方の違い 

 

キャリアの考え方 

私が感じたキャリアについて大きな違いは二つほどです。一つは Ph.D.の価値。日本で博士

課程というと「修士と比べて就職大変だわ」という声も聞こえてきそうですが、アメリカで

は Ph.D.がないと一人前として認めてもらえないというような印象です。もちろん修士で終

わる人もいるのですが、おおいケースとしては在学中にインターンに行き、ビジネス側のお

給料の高さに目玉が飛び出て Ph.D.の途中で出ると言った印象です。たしかに日本の修士は

二年のうちに授業も就活もあると考えたら「研究」に本腰入れて熱中できる時間は少ないの

かもしれないです。 

 

もうひとつは「比較的に通ってきた道が違う人が多い」ということじゃないでしょうか。も

ちろん日本と比較しての話です。日本では高校に行き、大学に行き、修士、就職、と多くの

人はこのレールを休みなしに走り続けている気がします。それに対して、アメリカでは学部



でインターンしてからギャップイヤーをとった友達、イギリスの修士をでてからアメリカ

の Ph.D.に行って今から medical school に行こうとしている実験の mentor,高校でてから大

学までに gap year がある人。（割とアメリカの大学の学部は忙しいので研究のために

technical staff や RA として働いて研究経験をためていい大学を目指している人が多い気が

します。）それぞれが自分の人生を自分でデザインして選択肢を選んでいる感じがしました。

周りも行っているから、四年生だから、そんな理由ではなく自分のゴールに対して何の選択

を取るのか今の最善なのかそんなことを考えて動いてる人が多く私はこの考え方が大好き

でした。 

 

 

日米のいいところ 

（日） 

卒業を早くしたい。という点では日本をお薦めします。アメリカの lab では特に生物系では

反応や結果が出るのに時間がかかり、卒業が 7 年もかかっちゃうよという友達がいました。 

なんとか教授が救いの手を差し伸べて卒業させてくれるという点ではもしかしたら日本の

方がいいかもしれません。 

 

（米） 

アメリカのいい所は研究についていうと日本と比べて大学院生が授業料を払わなくていい

ところ、お給料がもらえる所です。関係性が完全に違うと思いました。日本の院は「教育」 

という観点が多い気がしています。だからこそ私たちは授業料を大学に納めて尚且つ、毎日

lab にいって金欠だよとか嘆きながらバイトもしてなんとか生活を保ちながら働きます。対

してアメリカでは「雇用関係」なのでそもそも入学の際に「この人うちの lab にいれてお金

出す価値あるかな？」こんな感じで人を見ている人が多いのかなと思います。その分見合っ

た人だと思われると教授が文字通り雇ってくれます。研究だけに集中できるという点では

すごく良いと思いました。 

 

何が良いか悪いかは人の価値観の優先度合いによると思うのですが私は lab 以外の時間に

自分でバイトしなければいけないことを考えるとアメリカの制度の方がいいなと思いまし

た。 

 

研究費から人を雇える。これは学生というよりかは教授の立場の話かもしれませんが、 

アメリカではグランドを自分で申請してそこから取ったお金を自分のお給料に充てられま

す。もちろん学生のお給料も。なのでどちらからというと経営、という感じに近い気がしま

す。グランドを書いて、申請して、得たお金で次のグランドの種となるようなものを研究し

てまた申請する。 



グランド申請書が面白くないとか心無いことを言われてしまえばテニア（研究者の位の名

前）だと学校からお金が出ないので苦しい状況になりますが、研究費の自由度という点では

アメリカは日本と比べて自由で良いなと思いました。 

 

 

３．米国の文化・生活面での発見・苦労等 

 

文化の違いは前回の 1 回目の派遣の時に真面目に書いたので今回は苦労話（しくじり先生）

を書いていこうと思います。是非何か役立てば嬉しいです。 

 

 

苦労話① 空港のボディチェック 

週末に友達と NY に行っていた時のこと。空港のボディ検査で止められました。ピーピーピ

ーとなって画面を見せられたら私の下半身全部が金属探知機に引っかかっていました。 

空港のお姉さんも何をお前は企んでいるんだみたいな目で見てき、私はなんのことか分か

らずあたふたしていましたが、結局私が金の糸？が織り込んであるスカートを履いていた

せいでした。NY なんだからオシャレしようと思ったツケが回ってきました。飛行機の時の

服装はいくら NY といえ地味な格好でサッと通ることをお勧めします。 

 

苦労話② ホテルのチェクイン 

私は途中で滞在を変えたのですがあるサイトから予約したのに当日行ってみると

Maekawa？誰？予約ないわよみたいなことを言われて今日はホームレスなのかと覚悟した

日がありました。この 2022、ネットがあるし、最悪なんとでもなると思っていましたが今

日寝るところも安定してないまま英語のコールセンターのおばちゃんとやりとりするのは

とても落ち着くものではありません。結局ホテルと直接交渉してなんとか予約を取り付け

たのですが、最後に予約が確定する頃にはホテルの受付の人は完全に Maekawa という日本

の女の人が困っているらしいと名前が知られて恥ずかしい思いをしました。英語で予約の

交渉をするというなかなか貴重な経験ができましたがこれからはもっと当日慌てるような

ことがないようにしたいと思いました。衣食住はどこの国に行こうが大切ですね。 

 

苦労話③ 専門用語 

私はもともと化学と物理で日本の入試を突破してきた人間なので生物の記憶が高校生で止

まった状況で渡米しました。入って毎日するのは生物系のこと。ただでさえ日常会話も出川

English （私の英語力は日本のコメディアンの英語レベルと対して変わりません）なので本

当に最初は大変でした。その時の気持ちは「あれ？違う惑星にきたかな？」という感じです。 

それでも家の壁に日本語でも聞いたことのない細胞の名前が書いた英語の付箋を貼ったり、



論文を読んだりしているうちになんとか日常使う単語くらいは使えるようになって最終的

に論文を出しても良いよという成果も出せたのですから結局勉強したらたとえ違う分野と

はいえ研究はできるなと思いました。 

そういう面で最初は大変でしたが新しい分野を母国語以外の言語で学んで一定の結果を出

すことに自信がついたのでよかったです。もしこれを読んでいる方が生物医療系ではない

けどアメリカの lab 留学に行きたいということなら私は迷わず挑戦することをおすすめし

ます。 

 

４．本プログラムに参加の成果・意義 

私は本当に 2 回目の派遣に応募して第一希望の高山 lab に行けたことが人生の分岐点だと

思います。留学する前は人工臓器が面白そうだし春は一生懸命やるぞ！とその春限定のテ

ーマだと思って渡米したのですが結果帰ってきて予想以上に毎日の研究が楽しく、先生と

のディスカッションや飛んでくるメール等でオルガノイド自体が持つこれからの可能性に

惹かれました。今は四年生で「オルガノイド」に関わる研究がしたいと思い院を選んでいま

す。今まで研究が好きなことは高校生の時に京都大学で研究していた時から十分知ってい

たのですが、自分が将来的に何を創りたいのか、極めたいのか、はわかってきませんでした。 

心のどこかで研究は好きだけど「この分野がたまらなく好き！」と熱く語っている友達を羨

ましく思ったものです。もちろん研究を頑張って、毎日考えていたからとはいえ、今年の春

得られた一番大きな成果は「自分が興味のある追いかけたい世界が見つかった」ことです。

まだまだラボのメンバーとコミュニケーションをとって publish まで持っていくには時間

がかかりますが夏の第一回目の派遣の研究の論文に名前が載ったように今回も自分の lab

でのオルガノイドの仕事を publish まで持って行きたいなと思っています。 

 

夏の派遣では高校の時に味わった研究の楽しさを思い出させてもらえ、今年の春は自分が

追いかけたいテーマに出会わしてもらえ本当にこのプログラムには感謝してもしきれませ

ん。単なるアメリカの留学という枠を超えて「研究者としてどう生きたいか」「自分の中の

研究とは何か」そんなことを考えるきっかけとしてもとても有意義なプログラムだと思い

ます。 

 

 

５．その他 

今回このプログラムを支えてくださったすべての関係者の方に心から感謝申し上げ、この

プログラムがますます繁栄することを願います。 

 

 


